
事後評価結果（令和４年度） 
担 当 課：東北地方整備局 道路計画第一課 
担当課長名：柏 宏樹             

事業名 東北中央自動車道（相馬～福島） 

一般国道115号 霊山
りょうぜん

道路
ど う ろ

 

事業 
区分 一般国道 

事業 
主体 

国土交通省 

東北地方整備局 

起終点  自：福島県伊達
だ て

市霊山町
りょうぜんまち

石田
い し だ

 
 至：福島県伊達

だ て

市霊山町
りょうぜんまち

下
しも

小国
お ぐ に

 

延長  

１２．０km

事業概要  
東北中央自動車道（相馬～福島）は、東日本大震災からの早期復興に向けたリーディングプロジェクトと

して福島県相馬市から伊達郡桑折町に至る延長約４５ｋｍの復興支援道路である。 

霊山道路は、東北中央自動車道の一部を構成し、福島県伊達市霊山町石田から同町下小国に至る延長１２．

０㎞、2車線の一般国道の自動車専用道路である。 

事業の目的・必要性  
東北中央自動車道（相馬～福島）は、相馬地方～福島地方の連携を強化し、災害時における道路ネットワ

ークの信頼性向上、高次救急医療の支援、地域産業の復興支援、観光振興の支援を目的とした東北中央自動

車道の一部を構成する一般国道の自動車専用道路事業である。 

事業概要図  
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事業期間 
 

事 業 化 年 度平成20年度 用 地 着 手 平成22年度 供用年 
(暫定/完成) 

(当初)－/H29年度 変 
動 

 
1.0倍都 市 計 画 決 定 － 工 事 着 手 平成24年度 (実績)－/H29年度 

事業費 
 

計画時 
(暫定/完成) 

(名目値)  －/332億円 実 績 
(暫定/完成) 

(名目値)  －/416億円 変 
動 

 
1.3倍(実質値)  －/467億円 (実質値)  －/429億円 

交通量 
(当該路線) 

計画時 
(暫定/完成) 

（H20） 

－ /8,500台/日 
実 績 
(暫定/完成) 

（R4） 

－ /6,500台/日 
変

動 
 

76％

旅行速度向上 
(供用前現道→当該路線) 

    42.2  →  80.0km/h 
(供用直前年次) H27年度    (供用後年次) R4年度 

交通事故減少 
(供用前現道→供用後現道) 

    18.4   →  3.1件/億台キロ 
   (供用直前年次) H29年    (供用後年次) R1年 

費用対効果

分析結果 
（当初） 
 

Ｂ／Ｃ  総費用 284億円総便益 394億円基準年  
１．４ 事 業 費：   261億円 

維持管理費：   23億円 
走行時間短縮便益：  335億円 
走行経費減少便益：  24億円 
交通事故減少便益：   35億円 

 平成２０年 
 
 

費用対効果

分析結果 
（事後） 
 

Ｂ／Ｃ  総費用 2,824億円総便益 2,499億円基準年     
０．９ 

(１．６) 

事 業 費：   2,571億円 
維持管理費：     253億円 

走行時間短縮便益： 2,163億円 
走行経費減少便益：   275億円 
交通事故減少便益：    61億円 

 令和４年 
 
 

事業遅延による 
コスト増 

費用増加額  便益減少額  
－ 億円 － 億円
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霊山道路



 事業遅延の理由  
・特になし 
交通量変動の理由     

・計画時は、震災前のH17ODで推計しているが、実績は震災により相双地方からの発生集中交通量がH17OD

に比べて減少しているためと推測される。 
客観的評価指標に対応する事後評価項目  
①物流効率化の支援 

・重要港湾もしくは特定重要港湾へのアクセス向上の状況 

（福島工業団地～相馬港の所要時間 整備前：91分→整備後：61分） 

※整備後は一体評価区間である東北中央自動車道 相馬～福島の効果も含む 

②個性ある地域の形成 

・主要な観光地へのアクセス向上による効果 

（福島飯坂ＩＣ～相馬ＩＣの所要時間 整備前：87分⇒整備後：40分） 

※整備後は一体評価区間である東北中央自動車道 相馬～福島の効果も含む 

③安全で安心できるくらしの確保 

・三次医療施設へのアクセス向上の状況 

（相馬市～福島県立医科大学附属病院の所要時間 整備前：84分→整備後：59分） 

※整備後は一体評価区間である東北中央自動車道 相馬～福島の効果も含む 

④災害への備え 

・現道等の事前通行規制区間、特殊通行規制区間又は冬期交通障害区間が解消 

（特殊通行規制区間・落石崩壊・岩石崩壊（8.0km）を解消） 

他１６項目に該当

その他評価すべきと判断した項目  
・特になし 

事

業 
に 
よ 
る 
環 
境 
変 
化 

環境影響評価に対応する項目  
・特になし 

その他評価すべきと判断した項目  
・特になし 

事業評価監視委員会の意見  
・「今後の事後評価及び改善措置の必要性はない」という対応方針（案）は妥当である。 
事業を巡る社会経済情勢等の変化  
○高規格幹線道路の整備状況 

・東北中央自動車道 相馬～福島 

 平成30年 3月 阿武隈東～阿武隈(相馬玉野IC～霊山飯舘IC)及び霊山道路(霊山飯舘IC～霊山IC)開通 

 令和元年12月 相馬～相馬西（相馬IC～相馬山上IC）開通 

 令和 2年 8月 霊山～福島の一部区間（伊達桑折IC～桑折JCT）開通 

 令和 3年 4月 霊山～福島の一部区間（霊山IC～伊達桑折IC）開通 
今後の事後評価の必要性及び改善措置の必要性     
・事業の目的に対する効果を概ね発現しており、現時点では今後の事後評価及び改善措置の必要性はない。 

計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性  
・当該事業の整備目的について効果発現を確認できており、事業評価手法の見直しの必要性はない。 

特記事項  
・特になし 

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 

※ B/C の上段の値は事業化区間を含む広域ネットワーク区間を対象とした場合、下段（ ）書き B/C の 

 値は事業化区間を対象にした場合の費用便益分析の結果。 


